
電話加入者の増加により、多数の線条が必要となる�

松前博士ら無装荷ケーブル搬送方式を提案�

最初の無装荷ケーブル開通（尾道－美ノ郷間）�

同軸ケーブル（１号同軸）�

伝送周波数帯域拡張と、回線数の伸張�
市外星形ケーブル採用�

乾燥ガス永久封入方式の開発・導入�

山田式配線法�
経済性より融通性を重視�

新鉛工法の開発・導入�
作業性の向上�

ビニル絶縁　�
ビニルシース電話ケーブルの適用�

わが国においてプラスチックを�
初めて外被に適用�

日本電信電話公社発足�

ＮＨＫがテレビ本放送を開始�

国民所得倍増計画�

マイクロ波による全国縦断回線完成�

東京ー名古屋ー大阪間に４GHZ帯のマイクロ波中継回線開通�

東京ー横浜間に同軸ケーブ480通話開通�

広島ー己斐間に同軸ケーブル（Ｓ型）布設�

ケーブルの製造、施工技術の確立を目的として行われた�
わが国最初の同軸ケーブル建設工事�

ＰＥＦ絶縁ケーブル�

細心多対化への挑戦�

従来と比べ静電結合を�
著しく改善�

塗装発砲による心線絶縁法�

東京オリンピック�

東海道新幹線開通�

全国の電報中継機械化完了�

ＰＥＦケーブルの開発�
塗装発砲技術によるプラスチック絶縁層の新しい製造技術�

自由配線法�

大量の加入者新増設�
に対する即時架設�

市内ＣＣＰケーブルの採用�

市内ＣＣＰーＪＦケーブルの採用�

ＣＳケーブル�

１号接続端子函�

作業性の向上�

日本万国博覧会�
沖縄返還�

第一次石油ショック�

き線ケーブル配線法�
配線区画相互間の�
心線使用の融通性の向上�

防水性混和物を充積�

鳥虫獣害および獣害対策用として、�
ＣＳ（Ｃｏｒｒｕｇａｔｅｄ　Ｓｔｅｅｌ）外被を採用�

第二次石油ショック�

電話の全国自動�
即時化完了�

光ファイバケーブル伝送方式の総合伝送実験�

ＶＡＤ法による超高純度の光ファイバ製造法確立�

ＧＩ型光ファイバケーブルの導入�
コアの屈折率分布を調整し、伝搬時間の一定化を実現�
ＦＤ配線法�
設備信頼度の均一化�
ＳＭ型光ファイバケーブル�

大容量光伝送方式の要求�

ピンポン伝送（ＴＣＭ）技術�
CT／RT多重伝送技�

既存メタリックケーブルを利用�
した高速通信サービスの実現�

Ｉサービス等大都市ビジネスユーザーへの即応�

自動心線接続機�
コネクタ方式による�
心線接続の自動化�

融着接続機（Ｆ－1）の開発�
ＧＩ型光ファイバ�
接続法の確立が必須�

マルチチャネルアクセス�
加入者無線方式�
ＭＡＳシステムによる電話サービス�

市外ＰＥＦ－ＬＡＰケーブル�
透湿性のない外被構造とするため、市内ケー�
ブルで開発されていたＬＡＰシースを採用�

ラッシング架渉工法�
架渉工法の安全性と省力化の改善�

ＡＵＲＯＲＡ導入開始�
光線路の建設・保守を支援する�
オペレーションい対する要望に対応�

ＰＡＴコネクタの導入�

スタンダードクロージャ（4号）の導入�

ＳＭ型光ファイバケーブルのテープ化�
ユニット構造から、テープ心線スロット構造へ�
ケーブル心数の増加に伴う作業能率の大幅な向上�
26Ｇ Hｚ／22Ｇ Hｚ帯対向型方式�
広帯域加入者無線方式の実用化�

粉体塗装の実用化�

下部支線に適用して信頼性向上に寄与�
高耐食鋼より線の開発�
信頼性に優れた新しい鋼より�
線に対する要望に対応�

地下配線工法の実現�
地下配線に対する社会的要請が増大�

ケーブル保安器�
山上中継所近傍の通信ケーブル�
の雷害からの防護�

小規模需要加入者�
無線方式（ＷＩＤＥ）�

1.9Ｇ－ＦＷＡ：λシステム�

国際科学技術博覧会つくば ’85開催�
国鉄民営化�

世田谷とう道火災�

科学技術計算サービス（D E Ｍ O S）開始� ＩＮＳネット64サービス開始�

東京ー名古屋間で自動即時通話サービス開始� ＩＮＳネット1500サービス開始�

国産クロスバ交換機の導入開始� Ｄ10形電子交換機運用開始� 武蔵野、三鷹地区でＩＮＳモデルシステム実験開始�
電気通信省および郵政省設置（逓信省廃止）�Ｃ400形クロスバ交換機の導入開始� ＩＮＳ通信網基本計画策定�

本仕Ｄ70形ディジタル交換機の導入開始�
日本縦貫光ファイバケーブル伝送路開通�
本仕Ｄ60形ディジタル交換機の導入開始�

ＮＴＴ発足� ＮＴＴ地球環境憲章制定�

地球サミット�
湾岸戦争おこる�

阪神・淡路大震災発生�

600形電話機の使用開始� ＤＤＸ網（パケット交換）サービス開始� ＯＣＮサービス開始�

東京ー大阪間で加入電信サービス開始� 東京23区内で自動車電話サービス開始� マルチメディア通信の�
共同利用実験開始�

戦後の膨大な電話需要� 積滞解消達成� 国内通信網の�
ディジタル化完了�

 新光アクセスシステム�
（πシステム）�
のサービス開始�

電話ファクスのサービス開始� 携帯電話サービス開始� ＩＣカード公衆�
電話機の導入�

2000199019801970196019501940193019201910�

2000199019801970196019501940193019201910

社会の出来事�

通信サービス�

技術と事業動向�

安定した�
通信サービスの提供�

拡大を続けてきた�
需要への対応�

厳しい自然との闘い�

時代と共に変化する�
社会環境との調和�


